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1 みんなの 前で セリフを 間違えた けんは、顔を 真っ赤にして うつむいた。

けんの 気持ちは?

アはずかしい イ眠い ウほこらしい エ 楽しい こたえ 

2 とつぜん 大きな 雷が 鳴り、ゆいは 思わず 耳を ふさいで しゃがみこんだ。

ゆいの 気持ちは?

アたいくつ イうれしい ウほこらしい エこわい こたえ 

3 発 表の 順 番が 近づくに つれて、みほの 心臓は どきどきと 速くなっていった。

このときの みほの 様子は?

アよろこんでいる イ 怒っている ウ安心している エきんちょうしている

こたえ 

4 真っ暗な 体育館で とつぜん 名前を 呼ばれたとき、しんの 声は うわずっていた。

このときの しんの 様子は?

アいばっている イ 落ち着いている ウよろこんでいる エおどろいて こわがっている

こたえ 

5 たった 1点差で 負けてしまった。ゆうきは くちびるを かんで うつむいた。

「くちびるを かむ」が 表す気持ちは?

アうれしさ イ眠さ ウくやしさ エはずかしさ こたえ 
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6 雨で 遠足が 中止になり、あゆみは 窓の外を ぼんやり ながめて ため息を ついた。

このときの あゆみの 気持ちは?

アほっとしている イ 浮き浮きしている ウがっかりしている エ 怒っている

こたえ 

7 初めは いやいや 引き受けた 委員の 仕事だったが、「ありがとう」と 言われて、やりが

いを 感じるように なった。

気持ちは どう 変わった?

アやる気 → いやいや イこわい → 楽しい ウ悲しい → くやしい

エいやいや → やりがい こたえ 

8 たかしは 何度も 練 習して来た さか上がりが ついに できて、思わず ガッツポーズを し

た。

このときの たかしの 気持ちは?

アたいくつで 眠い イ悲しくて つらい ウこわくて 逃げたい エうれしくて ほこらしい

こたえ 

9 ずっと こわかった 水に、ついに 顔を つけられて、あおいは 思わず にっこりした。

あおいの 気持ちの 変化は?

アこわい → もっとこわい イこわい → できてうれしい ウうれしい → 悲しい

エ 楽しい → こわい こたえ 

10 ためこんでいた 宿 題を 全部 終わらせて、りくとは 伸びを して にっこりした。

りくとの 気持ちは?

ア 怒っている イこわがっている ウすっきり している エうんざりしている

こたえ 
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11 大会の 決 勝で、相手も 自分も 全 力を 出しきった。負けたけれど、しんじの 心は すが

すがしかった。

しんじの 気持ちは?

アたいくつ イやりきった 満足感 ウ 深い いかり エ 強い こうかい こたえ 

12 なかよしの 友だちと 口げんかを して、その日 一日 まりは 元気が 出なかった。

まりの 気持ちは?

アうれしい イほこらしい ウ悲しくて ゆううつ エわくわくする こたえ 

13 ずっと 練 習して来た 曲を 間違えずに ひけて、けんとは 大きく 息を はいた。

けんとの 気持ちは?

アこわい イやりとげて 満足 ウがっかり エたいくつ こたえ 

14 初めは こわかった 犬の ポチが、今では しっぽを 振って かけよってくる。僕も 自然と 

笑顔に なる。

「僕」の 気持ちの 変化は?

アこわい → 好き イ 楽しい → 悲しい ウ 好き → 嫌い エこわい → もっとこわい

こたえ 

15 妹の たん生日に 渡す プレゼントを こっそり 用意した。早く わたしたくて、その日が 

待ち遠しい。

このときの 気持ちは?

アいかりを 感じている イわくわくしている ウおびえている エがっかりしている

こたえ 
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16 花びんを 割ってしまった かおりは、正 直に 言おうか どうしようかと、その前で 立ちつ

くしていた。

このときの かおりの 気持ちは?

アまよって 不安に なっている イじまんに 思っている ウ 何も 気にしていない

エ 楽しくて しかたない こたえ 

17 ためこんだ 宿 題の 山を 前に、あかりは 大きく ため息を ついた。

あかりの 気持ちは?

アほこらしい イわくわくしている ウうんざりしている エおどろいている

こたえ 

18 重い 荷物を 運ぶ おばあさんを 手伝った 後、しゅんは 何だか 心が 温かくなった。

しゅんの 気持ちは?

ア 損を したと 思う イこわい ウ 人の役に 立てて うれしい エ 腹が 立つ こたえ 

19 大事な 試合の 朝、ゆうは 何度も 時計を 見て、水ばかり 飲んでいた。

ゆうの 様子は?

アよろこんでいる イきんちょうしている ウ 落ち着いている エねむがっている

こたえ 

20 なかよしの 友だちが 遠くへ 引っこすと 聞いて、あやかは しばらく 言葉が 出なかった。

あやかの 気持ちは?

アさびしい イわくわく ウうれしい エほこらしい こたえ 
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こたえ　しょう5 こくご「物語を 読む(心情の 変化)」 その1

1  ア はずかしい

2  エ こわい

3  エ きんちょうしている

4  エ おどろいて こわがっている

5  ウ くやしさ

6  ウ がっかりしている

7  エ いやいや → やりがい

8  エ うれしくて ほこらしい

9  イ こわい → できてうれしい

10  ウ すっきり している

11  イ やりきった 満足感

12  ウ 悲しくて ゆううつ

13  イ やりとげて 満足

14  ア こわい → 好き

15  イ わくわくしている

16  ア まよって 不安に なっている

17  ウ うんざりしている

18  ウ 人の役に 立てて うれしい

19  イ きんちょうしている

20  ア さびしい


